
はじめに

アジソン病（副腎皮質機能低下症）やクッシング症候群（副腎皮質機能亢

進症）は、犬では比較的まれな内分泌疾患ではあるものの、正確な診断と

効果的な管理が極めて重要です。1–4アジソン病では適時介入によって命

を救えることがあり、クッシング症候群では適切な治療によって患者の生

活の質を改善し、飼い主の負担軽減にも繋がります。

院内用コルチゾール検査は以前から存在しますが、高い正確度と精度を

期待して、多くの臨床獣医師は受託検査センターにコルチゾール検査を

依頼しています。5しかしながら、検査センターと同性能の院内検査が実現

できれば臨床的な大きな利点となります。例えば、慢性的な消化器疾患、

急性嘔吐/下痢、低アルブミン血症、電解質異常などに一致する臨床徴候

や臨床病理学的所見を有する犬において、安静時のコルチゾール濃度を

測定し結果が2.00 µg/dL以上であれば、アジソン病を除外することが

でき、実用的かつ効率的な手段となります。6–9

信頼性の高いコルチゾール検査結果が診察中にわかり、飼い主にその場

ですぐに説明できます。結果として、治療方針の決定を後押しするだけで

なく、推奨される診断や治療への飼い主の理解や遵守度の向上にもつな

がる可能性があります。

本試験では、犬の血清/血漿コルチゾール濃度を定量するために免疫学

的測定法をもとに新たに開発された院内検査である、カタリスト コルチ

ゾールの性能評価を行いました。

材料および方法 

検査方法の比較

カタリスト コルチゾールの正確性を臨床現場で評価するために、比較対

照試験を実施しました。本試験では、診療目的で採取された犬の血清ま

たは血漿705検体を供試しました。これらの検体は、米国内にある18施

設の動物病院に設置されたカタリストで測定されたものです。各患者の余

剰血清はアイデックス ラボラトリーズに送付され、IMMULITE™ 2000

とIMMULITE™ Veterinary Cortisol assay* 試薬を用いて、コルチ

ゾール濃度を測定しました。IMMULITE Veterinary Cortisolによっ

て2回測定し、その平均値を用いて比較しました。

カタリスト コルチゾールと参照法の相関（R）およびバイアスは、Passing- 

Bablok回帰法により評価しました。比較対照試験の解析は、CLSI 

EP09cガイドラインに準拠して実施しました。10

精度

精度は、犬プール血清を検体に用い、表1に示す3つのコルチゾール濃度

で評価しました。精度試験は、2台の IDEXX カタリスト Dx と 2台の

IDEXX カタリストOneを用いて、10日間連続で実施しました。各日、午

前と午後の各測定で、各装置で4回反復測定を行い、日内および日間の

変動を評価しました。精度試験の解析は、CLSI EP05-A3ガイドライン

に準拠して実施しました。11

交差反応性

コルチゾール測定法の評価に際しては、交差反応が検査の臨床的有用性

に影響を及ぼす可能性があるため、他のステロイドホルモンに対する抗

体の交差反応性を明確にしておくことが不可欠です。交差反応性を評価

するため、犬プール血清を2種類のコルチゾール濃度（2.10 µg/dLおよ

び25.00 µg/dL）に分けて分注し、それぞれに生体内に存在する13種

類のステロイドホルモンおよび使用頻度の高いコルチコステロイド製剤 

（表2参照）を添加しました。添加後の各検体をカタリストで12回ずつ反

復測定し、得られた平均値を以下の式に従って交差率（％）として算出し

ました。

交差反応率（％）＝[（添加後の測定値 － 実測値）／ステロイド濃度] 

× 100 

干渉物質の影響

犬プール血清は、コルチゾール濃度が高濃度（31.20 µg/dL）のものと

低濃度（2.10 µg/dL）のものを干渉試験用に調製し、目視で干渉物質が

含まれていないことを確認しました。一般的な干渉物質である、溶血、乳

び、黄疸の影響を評価するために、それぞれ犬赤血球溶血液†、イントラリ

ピッド™‡、およびジタウロビリルビン§を使用しました。各干渉物質は表3

に示す様々な濃度で、分注したプール血清に添加しました。検体はすべ

て、IDEXX カタリスト Oneおよび IDEXX カタリストDxの両方で測

定し、これらの物質に対する測定法の頑健性を評価しました。平均変化率 

（％）は、以下の式により算出しました。

平均変化率（％）＝（添加後の測定値－実測値）／実測値 × 100

干渉試験はすべて、CLSI EP07ガイドラインに準拠して実施しました。12
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結果 

検査方法の比較

アッセイのダイナミックレンジ全体にわたる相関を評価した回帰プロットを 

図1に示します。カタリスト コルチゾールは、参照法との間で非常に高い相

関（R = 0.95）を示し、バイアスもほとんど認められませんでした（傾き 

1.06）。	  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１. 相関グラフ（Passing-Bablok回帰）：測定可能範囲内の犬検体に

おけるカタリスト コルチゾールとIMMULITE™ Veterinary Cortisol

のペアワイズ比較。グラフには、回帰直線（線形回帰、実線の青色）、95% 

信頼区間（影の部分）、およびX=Y（灰色の破線）が示されています。

精度

精度試験の結果は、表1にまとめました。本測定法によって、臨床的に重

要なコルチゾール濃度範囲（2.10–20.40 µg/dL）において、全体の変

動係数（%CV）は10%未満であることが示され、診療用途に十分な精度

であることが確認されました。

交差反応性

カタリスト コルチゾールの交差反応性は表2に示します。生体内に存在す

るステロイドホルモンとの交差反応性は、検査結果の臨床的な解釈に影

響を及ぼさないと考えられます。使用頻度の高いグルココルチコイド製剤

に対する本測定法の交差反応性は、市販の他のコルチゾール測定法と同

程度でした。例えば、プレドニゾンやプレドニゾロンを投与されている患

者では、コルチゾール濃度が偽性の高値となることがありますが、デキサ

メタゾンによる影響はほとんどありません。

干渉物質

干渉物質の結果は表3に要約しています。乳びによる干渉は認められま

せんでしたが、黄疸および中等度から高度の溶血は測定結果に影響を与

えました。このため、これらの干渉物質を含む検体は本測定法での使用を

避けてください

結論

カタリスト コルチゾールは、バイアスが極めて小さく、優れた精度および

IMMULITE Veterinary Cortisolと強い相関性を示しており、犬の

院内コルチゾール検査における高い正確性と信頼性を示しています。

黄疸や中等度から重度の溶血が認められる検体は、本測定法での使用を

避けてください。これらの干渉物質は検査精度に影響を与える可能性が

あります。

プレドニゾンやプレドニゾロンなどのコルチコステロイド製剤は本測定法

に交差反応を示し、コルチゾール濃度が偽性の高値となることがありま

す。コルチコステロイド製剤を投与中の患者に対して検査を行う場合は、

投与薬剤、投与量、投与期間に応じて十分な休薬期間を設けた後に検査

を実施してください。

デキサメタゾンはカタリスト コルチゾールに交差反応を示しませんが、投 

与により下垂体-副腎系の機能を変化させます。そのため、アジソン病が 

疑われる患者に対しては、デキサメタゾン投与前にコルチゾールを測定す 

ることが望ましいです。	  

平均濃度 

(µg/dL)

標準偏差 

（µg/dL） 
変動係数（%） 反復回数

2.10 0.14 7.75 320

6.30 0.29 5.39 320

20.40 1.11 6.81 320

表1. 精度試験の結果概要

IMMULITE Veterinary Cortisol（µg/dL） 
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ピアソンのR = 0.954 

傾き = 1.06  

切片 = -0.16  

n = 705



化合物の

種類
化合物

化合物の濃度

（µg/dL）

カタリスト コルチゾールの交差反応性 (%)

（コルチゾール 基礎値 2.10 µg/dL）

カタリスト コルチゾールの交差反応性 (%)

（コルチゾール 基礎値 25.00 µg/dL）

生体内 

ホルモン

コルチコステロン 400 7.12 5.18

コルチゾン 400 11.24 8.56

11-デオキシコルチゾール 100 10.27 2.93

17-α-ヒドロキシプロゲステロン 400 0.05 0.11

アルドステロン 1,000 0.13 0.15

プロゲステロン 400 0.03 0.23

医薬品

メチルプレドニゾロン 200 0.10 0.57

ピバル酸デオキシコルチコステロン（DOCP） 400 0.03 0.28

デキサメタゾン（1） 400 0.02 0.51

デキサメタゾン（2） 4,000 0.01 0.04

フルドロコルチゾン 1,000 4.09 2.75

プレドニゾロン 8 23.87 15.56

プレドニゾン 16 1.51 1.51

トリアムシノロン 5,000 < 0.01 0.02

表2. 交差反応性試験の概要および算出された交差反応率 

干渉物質 干渉物質の濃度
カタリスト コルチゾールの濃度 (µg/dL) 平均バイアス（％）

低い（低値） 高い（高値） 低い（低値） 高い（高値）

溶血

コントロール（ブランク） 2.15 30.29 — —

25 2.28 31.08 6.0 2.6

150 2.55 31.02 18.6 2.4

250 2.53 30.55 17.7 0.9

500 2.37 28.29 10.2 -6.6

乳び

コントロール（ブランク） 2.18 31.49 — —

125 2.12 31.05 -2.8 -1.4

250 2.12 31.05 -3.0 -1.4

500 2.12 30.67 -2.7 -2.6

黄疸 

コントロール（ブランク） 2.07 31.77 — —

0.5 2.14 29.88 3.3 -5.4

1.0 2.24 28.36 8.3 -10.7

2.0 2.40 25.42 15.8 -20.0

表3. 干渉物質試験の結果概要および算出されたバイアス
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